
リスニング指導について見直し，
理論と実践から学べる一冊
センター試験にリスニングが導
入されて久しい。大学入試も⚔技
能型が導入されるようになり，英
語力の向上が益々求められる。し
かし，リスニングについては長ら
くテストがあって指導がなしと批
判されることも多かった。そのよ
うな中，不適切なリスニング指導
がなされていることに危機感を抱
いた編者と，優れた授業実践を積
む教員・研究者により，素晴らし
い書籍が生み出された。
学習者のリスニング力を効果的
に伸ばすための指導法，リスニン
グ力をもとに，リーディング・ス
ピーキング・ライティング力を伸
ばすための指導法を，具体的な実
践事例とその基盤となる研究や理
論を通して学べる良書である。
本書は，400頁余からなるハン
ドブックであり，リスニング指導
について俯瞰的かつ詳細に知るこ
とができる。導入編，実践編，理
論編から構成され，導入編では，
リスニングの重要性と必要な能力
が示されたのち，「リスニング指
導自己診断テスト」で各自が授業
や指導を振り返ることができる。
そ の 後 の「リ ス ニ ン グ 指 導
Q&A」では，50の質問に対する
回答が書かれている。日々の授業

での疑問を解決するヒントが満載
で，大いに役立ちそうである。
実践編は11章からなり，音声知
覚の指導，小中高における語彙や
文法を習得させるための指導や，
技能統合型の指導，検定教科書や
それ以外の教材を用いた指導例な
どが収録されている。個人的には
「リスニング力の測定と評価」が
興味深く，無料の音声編集ソフト
を用いた「リスニング教材編集
法」が有難かった。教員が各自の
校種や児童生徒を念頭に置いて読
めば，より良い指導のイメージが
沸き，授業改善につながるはず
だ。
理論編では，リスニングの科学
としてそのメカニズムやワーキン
グ・メモリー，リズム・イント
ネーションなどが取り上げられ，
さらに英語習得をささえるフォー
ミュラについて述べられている。
最後にリスニングに関する実証研
究の成果，並びに教室での指導へ
の活用法も示されている。
本書の紙面からは，教員や学習
者に対する執筆者の優しくかつ厳
しいまなざしと溢れる思いが伝
わってくる。英語教育に関わって
いる教員や学生・院生はもとよ
り，英語リスニング力を向上させ
たいと思っている読者にもお薦め
である。是非手元に置いて，まず
は自己診断テストから始めたい。
あるいは，関心や必要があるテー
マから読み始めても良い。相互参
照が充実しており，そこから発展
させることが可能である。本書を
通して英語リスニングの世界に浸
り，その謎と面白さ，リスニング
力を育成する確かな指導法を知
り，明日からの授業に活用したい
ものである。
（いずみ えみこ・京都教育大学教授)

議論を学ぶ「初めての教科書」
「議論」のスキルを我々は一体
どこで学んだだろう。本を読み，
TVの知識人の発言をまね，実際
に同僚，上司と議論する中で，経
験的に身に付けていったのではな
かろうか。
では，我々の生徒たちは？ こ
のスキルをますます駆使して，グ
ローバルな世を渡っていかねばな
らないはずだ。スピーチやプレゼ
ンテーションの能力向上も，議論
のスキル向上も，教育に求められ
ている。個人や集団だけでなく，
国益や地球レベルで影響しかねな
い。友好や発展のため，またサバ
イバルツールとして。
「コミュニケーションの危機管
理ができなければ，外国語がうま
く使えることにはならない」（訳
者）――なるほどと思う。
「論理・表現」という科目が今，
形を成そうとしている。これまで
の経験のなかで非効率的に身に付
けたスキルから，体系的に合理的
手順で展開され習得されるスキル
に｡英語教員は｢Communication｣
を教えることの意義を今一度立ち
止まり深める必要がある。
議論やディベートは，もはや
チャレンジではなく，むしろチャ
レンジを後押しするサポートであ
ると再認識をさせられることにも
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なるのではないか。
⚑～⚔章では，議論の立脚点，
前提を明らかにする視点が養われ
る。⚕章では，論構造を図式化し
並立型，連携型，重層型の分類を
通し構造分析をし，⚖章ではさら
に論構造式（その反論の式を含
む）が示され，徴候，類似，因果
の例示を通し論理自体を理解す
る。⚗，⚘章ではルール違反（誤
謬）の10パターンで，歪んだ議論
を見抜く力を付ける。⚙，10章で
戦略的立ち回り方として効果的に
論陣を張る手法を学ぶ。各ポイン
トに漏れなく例文，例題が付き，
納得しながら読み進めることがで
きる「伝統的なタイプではない」
「初めての教科書」（著者）であ
る。
各章末にある，訳者の松坂，鈴
木両先生のコラム「ディベート的
考え方」「ディベートの実践」が
充実している。反論の余地のない
状況打開に「議論を突き詰める」
「矛盾」「比喩」はすぐ明日の会議
でも役に立つ。「リサーチをする」
では「知識を先に調べて，情報を
後から調べる」「資料には⚕つの
タイプがある」が大変参考になっ
た。
本編の訳には，「うまく日本語
が対応しないケースが多かった」
とご苦労があったようだ。福沢諭
吉が「議論」という言葉を初めて
当てた時のような，そんな文化が
開けていく気運を感じる。「口論
や喧嘩ではなく，冷静な議論に強
い人々が大勢出てきてくださるこ
とを期待しております」との訳者
の願いに，時代が追い付くための
「初めての教科書」となることを，
私も期待している。

（みやがわ じゅんいち・

岐阜聖徳学園高等学校教諭)

現代英語をより良く具体的に理解
するための英語史
英語の教員が知識としてもって
おくべき領域は多岐にわたるが，
中でも英文法，英語史，調音音声
学はその中核を占めると言えるだ
ろう。本書は「文法」の「歴史」
を取り上げた本であり，英語教員
にとって不可欠な内容で満ちてい
る。
本書の各章で扱われている事項
は，高校までに習うものがほとん
どであり，本書で取り上げられて
いる事項を知識としてもっていれ
ば，生徒が抱く「なぜ」の疑問に
適切に答えられるようになる。
実際，中学で習う英語は「な
ぜ」の連続である。評者自身が英
語を習った経験でも，「不定冠詞
an の n は何か」，「なぜ have to
は義務を表すのか」など不思議な
ことが多かった。これらに答えが
得られたのは，大学で英語史の授
業を受けた時である。様々な制約
があるので致し方ないが，高校ま
でに知る機会があったら英文法を
より体系的に理解できただろう
に，と感じたものだ。著者は「現
代英語の文法は過去の英語の歴史
の積み重ねの上に成立したもので
す」と述べているが，だからこそ
歴史が重要ということになる。
項目は多岐にわたるが，例えば

always の-s は何か，what は綴り
としては wh なのに[hw-]と発音
するのがなぜか，says は［seiz］
ではなく［sez］と発音されるの
はなぜかなど，素朴な問題が多く
取り上げられている。こうした疑
問に答えられれば，学習者の知的
好奇心，さらには言葉の仕組みや
母語に対する関心も深まるだろ
う。
本書は，興味深い実例が満載さ
れている。「聖書」から多くの例
が取り上げられているが，さまざ
まな時代の版があって内容が同一
なのだから英語の歴史を辿るには
聖書は適切な素材だ。しかし，本
書は，普通の小説や映画などから
も例文を多数引いている。無味乾
燥になりがちな文法やその歴史の
話が実に楽しく読めるという点
は，本書の著しい特徴と言って良
い。
本書で扱われているのは，狭義
の文法だけではない。学習者を悩
ませる綴り字の問題も歴史的観点
から音声変化と絡めて扱われてい
る。「英語の発音と綴り字の関係
は不規則だとよく言われます。し
かし，それは規則的に不規則なの
です」という述べ方は妙に心に響
いた。
章末の英語史に関わる「こぼれ
話」も興味深い。評者も，授業の
際に紹介したいものばかりであ
る。
本書は，現代英語が過去を引き
継いで成立したものであるという
ことを具体例によって理解するこ
とができ，それによって現代英語
についての理解を深めるのに有益
な書籍である。

（たきざわ なおひろ・

立命館大学大学院教授)
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